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巻末資料 

土質調査結果として，下記の資料を添付する． 

ボーリング柱状図・コア写真 

原位置試験結果 

室内試験結果 

作業記録写真 

ボーリング柱状図・コア写真

2



ボーリング柱状図

調 査 名 門 真 市 幸 福 町 地 質 調 査 ・ C B R 調 査

事業・工事名

ボーリング名 B o r - № 1 調査位置 門 真 市 幸 福 町 地 先 北 緯

東 経発 注 機 関 門 真 市 ま ち づ く り 部 地 域 整 備 課 調査期間 西暦 2020年 4月 20日 ～ 2020年 4月 23日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 武 田 ジ オ リ サ ー チ

電話 ( 0 7 2 － 8 1 3 － 9 0 2 5 )
主任技師 武 田 剛 治

現 場
代 理 人

武 田 懸 太
コ ア
鑑 定 者

武 田 剛 治
ボｰリング
責 任 者

武 田 剛 治

孔 口 標 高 2.09m
角

度
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北
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地
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勾
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水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ ー 製 K R - 1 0 0 H
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン ヤ ン マ ー 製 N F D - 1 2 ポ ン プ カ ノ ー 製 V 5 - P総 掘 進 長  23.36m
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状
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土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ2～70㎜程度の角～亜角礫主体。
マトリックスは細砂主体であるが粒
子不均一。φ100～150㎜程度の玉石
及びコンクリートガラ混入する。

玉石混
じり砂
礫

淡

茶

φ2～35㎜程度の角～亜角礫主体。
マトリックスは細砂主体であるが粒
子不均一。粘土分多く混入する。含
水大。

粘土質
砂礫

淡

灰

φ2～25㎜程度の角礫主体。マトリ
ックスは細砂主体であるが粒子不均
一。シルト分を不均質に混入する。
含水中。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡

黄

褐～

灰

細砂主体であるが粒子不均一。全体
にφ2～25㎜程度の角礫を多く混入
する。シルト分が不均質に混入す
る。含水中。

シルト
混じり
礫質砂

淡黄
褐～
灰

細砂主体であるが粒子不均一。φ2
～20㎜程度の角～亜角礫を多く混入
する。シルト分を多く混入する。含
水中。

シルト
質礫質
砂

灰

細砂主体であるが，粒子不均一。含
水中。

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

灰

シルト分が主体であるが粘土分を多
く含む。全体に均質である。粘性
大。

粘土混
じりシ
ルト

灰

φ2～25㎜程度の角～亜角礫主体。
マトリックスは細砂主体であるが粒
子不均一。若干の粘性土分を含む。
含水小～中。

粘土混
じり砂
礫

灰

粘土主体であるがシルト分を多く含
む。全体に均質。少量の貝殻片混入
する。粘性大。

シ

ル

ト

質

粘

土

灰

細砂主体で粒径は均一。全体的にシ
ルト分を混入する。含水小。

シルト
混じり
砂

灰

細砂主体で粒径は均一。含水小。砂

灰～

淡

黄

褐
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ボーリング柱状図

調 査 名 門 真 市 幸 福 町 地 質 調 査 ・ C B R 調 査

事業・工事名

ボーリング名 B o r - N o . 2 調査位置 門 真 市 幸 福 町 地 先 北 緯

東 経発 注 機 関 門 真 市 　 ま ち づ く り 部 　 地 域 整 備 課 調査期間 西暦 2020年 5月 12日 ～ 2020年 5月 14日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 武 田 ジ オ リ サ ー チ

電話 ( 0 7 2 － 8 1 3 － 9 0 2 5 )
主任技師 武 田 剛 治

現 場
代 理 人

武 田 懸 太
コ ア
鑑 定 者

武 田 剛 治
ボｰリング
責 任 者

武 田 剛 治

孔 口 標 高 2.07m
角

度
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方

向
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地
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使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ ー 製 　 K R - 1 0 0 H
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン ヤ ン マ ー 製 　 N F D - 1 2 ポ ン プ カ ノ ー 製 　 V 5 - P総 掘 進 長  10.50m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1
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(m)

  0.87

  0.17
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密
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相
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記

事

φ2～65㎜程度の角礫主体。φ75～1
00㎜前後の玉石及びコンクリートガ
ラが多く混入する。マトリックスは
細砂主体であるが粒子不均一。

玉石混
じり砂
礫

淡

茶

粘土主体であるがシルト分を含む。
φ2～20㎜程度の礫及が若干混入。
粘性大。

礫混じ
りシル
ト混じ
り粘土

灰

細砂主体であるが粒子不均一。φ2
～25㎜程度の角礫を多く混入する。
不均質に粘土分を混入する。含水小
～中。

粘

土

質

礫

質

砂

灰

細砂主体であるが粒子不均一。シル
ト分を多く含み，若干のφ2～20㎜
程度の礫が混入する。含水中。

礫混じ
りシル
ト質砂

灰

φ2～30㎜程度の亜角～亜円礫主体。
マトリックスは細砂主体であるが粒
子不均一。含水中。
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礫
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